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青少年健全育成モニター活動は各小学校中学校のPTAから1名、中学校の少年センター補導員から3名の合計52名で
実施している。52名のうち少年センター補導員は27名で、モニターの半数以上が補導員を兼ねている。補導員活動に
モニターという視点ももって活動いただくこととし、モニター制度を廃止する見直しを行う。これにより、委嘱にかかる
事務やモニター報告用として配布している返信用封筒及び郵送にかかる通信運搬費が削減できる。
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事務事業名 少年センター管理運営事業 事業期間 平成１２年度
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小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

12
展開
方向

「小牧市少年センター設置条例」「小牧市少年センター運営規則」に基づき、昭和５５年の開設以来、補導活動や相談業務を実施している。

～ 令和９年度以降

担当部 こども未来部 担当課・担当係 こども政策課　青少年育成係

1

事業の目的・効果

市民と連携した補導活動や声かけパトロールをはじめ、カウンセラー・指導員による相談活
動を展開することで、青少年の非行化を防止し、健全な育成を図る。

事業概要

少年センターへ5人の会計年度任用職員を配置し、日常的なパトロール・相談活動を実施。
市内各中学校区に89人の少年センター補導員を委嘱、随時地域パトロールを実施。
市内各中学校区に52人の青少年健全育成モニターを委嘱、集められた情報を関係機関と
共有し対応。
臨床心理士によるカウンセリングを実施。

事業の経緯
・

年度計画

5 目 4 大 3 中5 事業区分 その他（評価対象） 款 10 項

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 ― ― ―

3会計年度任用職員 人 3 3

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

4,596 4,395 3,925

―

計（Ａ） 4,596 4,395 3,925 3,947

3,947

国・県支出金 ― ― ― ―

予算額 千円 5,250 5,286 5,369 5,111 4,090

対前年比 ％ ― 95.63% 89.31% 100.56%

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 14,785 14,584 14,114 14,136

人件費（Ｂ） 千円 10,189 10,189 10,189 10,189

人件費 3

0.3正規職員 人 0.3 0.3 0.3

100 100

実績 48 125 106 105
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

補導した少年の数 人
目標 100 100 100

400

実績 274 304 203 371

目標 475 475

事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

475 400

16

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

コロナ禍において人と人との関りが大きく制限された状態が続いた影響もあり、小中学生の不登校
児童生徒数が年々増加している。また、全国的にみると児童生徒の自殺者も依然として高い数字を
示している。
地域の大人が連携して子どもを見守り、青少年のSOSに耳を傾けるため、普段のコミュニケーション
を大切にしながら街頭補導活動を地道に継続して実施し、個々に応じた支援や不安や悩みを相談で
きる体制の充実が必要である。
少年センターでは、少年の非行化・孤立化を防ぎ、家庭・学校・地域と連携しつつ「あいさつ・声かけ運
動」「相談活動」「地域ぐるみの健全育成活動」「環境浄化活動」「学校及び関係機関との緊密な連携」
「情報活用モラルや有害情報対策の推進」の６つの活動を推進していく。

街頭補導巡回数は、コロナ禍前は400件以上だったが、コロナ禍に大きく減少し、令和6年度には巡
回件数も増加傾向にある。特に小牧駅周辺、図書館・こども未来館周辺からの通報が多く、重点的に
巡回を実施している。
補導した少年の数には帰宅を促す声かけも含まれる。

（青少年健全育成モニター活動状況）
地域における青少年に有害な環境や青少年の問題行動や安全などについての指摘を月例報告と
して少年センターに連絡するもの。
令和6年度　57件
令和5年度　58件
令和4年度　106件

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 街頭補導巡回数 件

維　持（改　善）


